ニチダイ ダイジテン ト ヒガシ アジア キョウツウ カンジ by 中澤  信幸
『日台大辞典』と東アジア共通漢字

















































日本語 → がくせい [gak se:]
朝鮮語 → 학생 [hak sɛŋ]




























































(C)V (C)V＋{m, n, ŋ (C)V＋{p, t, k
・客家方言（梅県）
(C)V (C)V＋{m, n, ŋ (C)V＋{p, t, k
・閩方言（厦門）
(C)V (C)V＋{m, n, ŋ, (N)
(C)V＋{p, t, k, (ʔ)
・贛方言（南昌）































北京語（北方方言） → xúe shēng
上海語（呉方言） → hhok5 san
広東語（粤方言） → hok6 saang1





















図 2 台湾の 4大エスニックグループ（行政院客家委員会 2008 より）
さまざまな統計があるが，行政院客家委員会によ









































住民族委員会」の web サ イト http: //www.apc.gov.
tw/portal/index.html および「国立教育資料館 原住民教
育」の web サイト http://3d.nioerar.edu.tw/2d/native/de-
fault.asp参照。











































































で 66頁あり，1頁あたり 6段，1段あたり 19行で，
1 行ごとに 1 字の掲出漢字，および漢字音などが













































































No. 掲出字 部首 画数 頁 段 漢音 呉音 漢呉共通 韻 声調 読共通1 八声 鼻音 読共通2 八声 鼻音 読厦門 八声 鼻音 読ｼｮｳ州 八声 鼻音
1 一 いち 0 1 1 イツ イチ 質 入 イッ 上入
2 丁 いち 1 1 1 テイ チャウ 青 平 ｜チェン 上平
3 七 いち 1 1 1 シツ シチ 質 入 チ・ッ 上入
4 万 いち 2 1 1
5 丈 いち 2 1 1 チャウ ヂャウ 陽 上 ｜チォン 下去 ｜チァン 下去
6 三 いち 2 1 1 サン ソン 覃 平 サム 上平
7 三 いち 2 1 1 サン ソン 覃 去 サム 上去
8 上 いち 2 1 1 シャウ ジャウ 陽 去 シォン 下去 シァン 下去
9 上 いち 2 1 1 シャウ ジャウ 陽 上 シォン 上声 シァン 上声
10 下 いち 2 1 1 カ ゲ 麻 上 ハア 下去 ヘエ 下去
11 不 いち 3 1 1 ホツ ホチ 月 入 プッ 上入
12 不 いち 3 1 1 ヒウ フ 尤 上 ホオ 上声
13 丐 いち 3 1 1 カイ 泰 去 カイ 上去
14 丑 いち 3 1 1 チウ チユ 尤 上 ｜チ・ウ 上声
































































































































附記 本稿は 2011 年 2月 19日に行われた山形大
学人文学部国際学術講演会「共振する東アジア 2
―東アジアの言語の将来―」での発表内容をもと
に，加筆修正したものである。講演会でさまざま
なご意見をくださった方々に感謝申し上げる次第
です。
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9 各言語における漢字の発音を対照させたものとしては，
鄧応烈（2002）がある。また日中韓における漢語の意味を
比較したものとしては，佐藤貢悦・嚴錫仁（2010）がある。
10 本稿で述べた構想をもとにした研究が，日本学術振興
会の平成 23年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金
助成金）に採択されている。（課題番号：23520544，研究課
題名：現代版「日台字音便覧」データベースの整備と「日
台基本漢字」発音対照表の構築，研究代表者：中澤信幸）
《日台大辭典》與東亞共通漢字
中澤 信幸
（文化系統專攻語言科學領域担当）
日本統治台灣時期，1907 年出版的《日台大辭典》首開先河成為日台雙語互譯辭書的力作。此書是為適應
當時日本殖民統治的需要而編纂，但由於其對日語與台語進行了有效的綜合對照研究，及至現代一直都是非
常具有參考價值的珍貴資料。《日台大辭典》附錄的「日台字音便覽」不僅可用作歷史研究，相信在將來對於
「東亞共通漢字」的研究也會頗有助益。古代中國時期，漢語隨著不斷與周邊地區各種語言的同化、被借用等
形式，超越中國本土，逐漸傳播到了朝鮮半島、越南、日本等地。正因如此，直到現代東亞各語言中都鮮明
地保留了古代漢語的痕跡。但是到目前為止，將古代漢語打造成東亞現代共通語言的嘗試還少之又少。為此，
本稿提案以「日台字音便覽」為基礎，添加北京語音、上海語音、廣東語音、朝鮮漢字音、越南漢字音等，
促成「東亞共通漢字」便覽的編纂工作。
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